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今回、市長から提出された議案は、平成１８年度一般
会計及び各特別会計等決算認定１４件、伊勢崎市都市計画
法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部を改
正する条例等３６件、人事案件１件の合わせて５１件で、
いずれも原案のとおり可決しました。
また、議員提出議案は意見書１件で、原案のとおり可

決しました。



2

流
域
下
水
道
整
備
事
業

に
つ
い
て

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ

佐

藤

幸

夫

旧
伊
勢
崎
市
、
特
に
豊
受
地
区
東

部
は
農
業
地
域
で
も
あ
り
、
早
く
か
ら
農
業

集
落
排
水
事
業
の
話
が
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、

事
業
途
中
で
流
域
下
水
道
に
変
わ
っ
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
説
明
会
で
は
、
平
成

年
度
に
は
主
要
幹
線
は
本
管
敷
設
工
事
が

19完
了
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
い
ま
だ

工
事
も
始
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
説
明
は
何

も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

伊
勢
崎
地
区
で
は
、
流
域
関
連
公

共
下
水
道
と
単
独
公
共
下
水
道
の
２
つ
の
公

共
下
水
道
事
業
が
存
在
し
ま
す
が
、
単
独
公

共
下
水
道
は
幹
線
整
備
が
先
行
し
、
面
整
備

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
内
格
差
が

生
じ
て
お
り
、
こ
れ
を
早
期
に
解
消
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
２
つ
の
公
共
下
水
道
事
業
を
平
行

し
て
実
施
す
る
こ
と
は
、
財
政
上
、
多
大
な

負
担
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
流
域
関
連

公
共
下
水
道
の
着
工
時
期
を
遅
ら
せ
、
単
独

公
共
下
水
道
の
面
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
と
し
て
も
、
早
期
に
事
業
効
果
を
上
げ

る
た
め
、
赤
堀
・
東
・
境
幹
線
を
優
先
的
に

施
工
し
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
そ
の
後
、

伊
勢
崎
地
区
へ
の
幹
線
整
備
を
進
め
、
併
せ

て
認
可
区
域
の
面
整
備
に
着
手
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
合
併
に
よ
り
流
域
下
水
道
と
し

て
の
要
件
を
充
た
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成

年
３
月
末
に
単
独
公
共
下
水
道
と
し
て
、

27市
へ
の
移
管
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

移
管
時
に
は
、
多
額
の
有
償
移
管
金
が
予

想
さ
れ
、
市
の
財
政
に
多
大
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
共

に
汚
水
計
画
等
の
見
直
し
を
行
い
、
流
域
下

水
道
と
し
て
の
存
続
方
法
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
方
向
性
が
定
ま
り
ま
し
た
ら

地
元
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
伊
勢
崎
地
区

の
着
工
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
方
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
内
で
の
事
故
発
生
時
の
対
応
に

つ
い
て

・
伊
勢
崎
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い

て
・
橋
の
耐
震
性
に
つ
い
て

質
問

工事が進む流域下水道終末処理場

一一一一般般般般質質質質一般質問問問問問
東
部
地
域
の
道
路
環
境

に
つ
い
て

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ

田

島

勉

東
地
区
に
、
民
間
開
発
に
よ
る
仮

称
東
部
モ
ー
ル
が
平
成

年
の
オ
ー
プ
ン
を

20

目
指
し
て
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
、
東
部

地
区
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
大
き
な
期

待
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
周
辺
住
民
は

期
待
と
共
に
周
辺
道
路
の
混
雑
を
心
配
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
仮
称
東
部
モ
ー
ル
を
中
心
に
、
市

道
４
２
８
１
号
線
、
４
２
８
７
号
線
の
あ
ず

ま
農
産
物
直
売
所
か
ら
西
へ
上
武
道
路
ま
で

と
、
南
に
県
道
桐
生
伊
勢
崎
線
に
至
る
市
道

４
３
０
４
号
線
に
歩
道
の
設
置
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
東
部
モ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
に

間
に
合
う
の
か
工
事
予
定
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
県
道
桐
生
伊
勢
崎
線
、
あ
ず
ま
農

産
物
直
売
所
か
ら
北
関
東
自
動
車
道
測
道
ま

で
の
市
道
４
２
９
２
号
線
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

弁

西
小
保
方
町
地
内
で
造
成
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
建
設
さ
れ
る
と
、
周
辺
の
道
路
に
つ
い

て
は
大
変
な
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
周
辺
住
民
が
日
常
生
活
に
支
障
を
来
た

さ
な
い
よ
う
、
交
通
量
の
緩
和
対
策
と
し
て

周
辺
道
路
の
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
隣
接
道
路
の
改
良
と
歩
道
の

整
備
を
進
め
、
道
路
工
事
に
つ
い
て
は
２
路

学
校
な
ど
の
文
教
施
設
を
利
用
す
る
歩
行
者

や
自
転
車
の
安
全
を
図
る
た
め
、
平
成

年
16

度
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

こ
の
路
線
を
南
北
に
通
る
農
業
用
水
路
の
付

け
替
え
と
、
現
況
道
路
を
除
く
拡
幅
部
分
の

路
盤
工
等
の
工
事
が
完
成
し
て
お
り
、
本
年

度
に
は
、
主
要
地
方
道
桐
生
伊
勢
崎
線
と
の

交
差
点
部
の
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
平
成

年
度
に
は
、
こ
の
主
要
地

20

方
道
桐
生
伊
勢
崎
線
の
交
差
点
部
か
ら
北
へ
、

あ
ず
ま
中
央
公
園
ま
で
の
整
備
を
行
い
、
平

成

年
度
ま
で
に
全
線
を
完
了
さ
せ
る
予
定

21
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

線
と
も
今
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
市
道
４
２
９
２
号
線
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
こ
の
沿
線
に
あ
る
小
学
校
、
中仮称東部モール周辺の道路対策は

答
弁
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あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
の

運
営
に
つ
い
て

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ

小

暮

利

明

伊
勢
崎
市
民
プ
ー
ル
や
境
プ
ー
ル

な
ど
、
本
市
の
プ
ー
ル
施
設
に
つ
い
て
は
、

監
視
員
、
係
員
の
配
備
を
初
め
、
プ
ー
ル
の

吸
水
口
の
改
良
工
事
な
ど
の
安
全
面
や
、
更

衣
室
等
の
整
理
整
頓
、
清
掃
な
ど
の
衛
生
面

に
お
い
て
も
、
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
内
唯
一
の
温
水
プ
ー

ル
で
あ
る
、
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、
多
大
な
経
費
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
有
効
的
な
利
用
が
望

ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
者
や
障
害
者
に
は
機
能
回
復
訓

練
や
健
康
管
理
の
た
め
に
、
大
い
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
利
用
に
つ
い
て
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
利
用
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
呼
び
か
け
や
対
応
を
し
て
い
る
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

答

弁

あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
は
毎

月
第
２
・
第
４
水
曜
日
を
福
祉
デ
ー
と
し
て
、

市
内
在
住
の

歳
以
上
の
方
に
無
料
で
利
用

65

い
た
だ
い
て
お
り
、
昨
年
度
は
延
べ
３
７
５

人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
広
報

い
せ
さ
き
、
あ
ず
ま
公
民
館
だ
よ
り
、
あ
ず

ま
図
書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
周

知
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
元
を
中
心
と
し

た
Ｐ
Ｒ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
内
全
域
の
公
民
館
や
各
公
共

施
設
な
ど
を
活
用
し
て
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す

る
な
ど
、
全
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
障
害
者
・
介
助
者
の
対
応
の
件
で

す
が
、
昨
年
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
は
延
べ
１
１
７
４
人
、
ま
た
介
助
者

は
延
べ

人
で
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
、
市

59

内
の
福
祉
施
設
か
ら
利
用
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
な
ど
も
あ
り
、
実
際
に
あ
ず
ま
ウ
ォ

ー
タ
ー
ラ
ン
ド
を
利
用
し
た
水
泳
教
室
も
行

っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
利
用
促
進
に
向
け
、
市
内
の
福
祉

施
設
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
チ
ラ
シ
の
配
布

な
ど
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て

質
問

答
弁

あずまウォーターランドの利用推進を

今
後
の
財
政
に
つ
い
て

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ

斎

藤

優

今
年
の
６
月
に
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
が
成
立
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
地
方
財
政
再
建
促
進
特

別
措
置
法
に
代
わ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
新

し
い
財
政
再
建
制
度
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
財
政
は
す
べ
て
の
基
本
で
あ
り

ま
す
が
、
新
し
い
制
度
に
対
す
る
本
市
と
し

て
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
を
同
規
模
の
自
治
体
と
比
較

し
た
財
政
分
析
を
新
た
に
義
務
付
け
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
市
民
は
自
分
の
市
の
財
政
状

況
を
心
配
し
て
お
り
、
常
に
数
字
に
裏
打
ち

さ
れ
た
計
画
的
、
戦
略
的
運
用
と
、
わ
か
り

や
す
い
説
明
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
分
析
表
を
ど
う
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答

弁

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る

財
政
指
標
と
し
て
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来

負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を
公
表
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
た
も
の
で
、
今
後
、
国
か
ら
示

さ
れ
る
基
準
値
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
程
度

に
よ
り
財
政
健
全
化
計
画
や
財
政
再
生
計
画

を
策
定
し
、
健
全
化
に
向
け
た
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

夕
張
市
の
財
政
破
綻
を
き
っ
か
け
に
、
全

質
問

答
弁

財政健全化に対する考えは

も
の
で
、
本
市
と
し
て
も
積
極
的
に
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
歳
出
比
較
分
析
表
に
つ
い
て
、
平

成

年
度
決
算
よ
り
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ

18
た
も
の
で
、
経
常
収
支
分
析
と
し
て
８
項
目
、

経
費
分
析
と
し
て
人
件
費
、
公
債
費
、
普
通

建
設
事
業
費
を
比
較
・
分
析
す
る
も
の
で
す
。

財
政
分
析
を
行
い
公
表
す
る
こ
と
は
、
政
策

の
特
色
や
財
政
の
健
全
性
を
明
ら
か
に
し
、

市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
上
で
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
状
況
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て

・
公
文
書
集
配
業
務
の
特
定
信
書
便
事
業
者

へ
の
委
託
に
つ
い
て

国
各
自
治
体
の
財
政
の
健
全
性
に
注
目
が
集

ま
っ
て
お
り
、
情
報
開
示
の
徹
底
や
早
期
に

健
全
化
対
策
が
図
れ
る
制
度
は
評
価
で
き
る

9月10日、12日に一般質問が行われました
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教
育
行
政
に
つ
い
て

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ

吉

山

勇

従
来
の
学
校
経
営
体
制
は
、
学
校

の
統
廃
合
や
新
設
に
よ
り
児
童
・
生
徒
数
を

適
正
規
模
に
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成

年
４
月
か
ら
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

20

等
に
副
園
長
、
副
校
長
、
主
幹
教
諭
等
の
新

た
な
職
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
児
童
・
生
徒
数
の
規
模
に

あ
っ
た
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校

経
営
の
健
全
性
を
維
持
し
、
充
実
を
図
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

次
に
、
平
成
４
年
か
ら
段
階
的
に
進
め
ら

れ
て
き
た
学
校
５
日
制
の
導
入
に
よ
る
成
果

に
つ
い
て
、
ま
た
、
土
曜
日
も
授
業
日
と
す

る
学
校
６
日
制
の
復
活
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
保
護
者
か
ら
の
意
見
や
要

望
等
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

答

弁

県
教
育
委
員
会
で
は
、
副
校
長
等

の
新
た
な
職
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
本
市
と
し
て
も
注
意
し
て

そ
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
方
針
が
決

定
し
ま
し
た
ら
、
県
教
育
委
員
会
と
十
分
協

議
を
し
、
学
校
規
模
等
に
応
じ
て
副
校
長
等

の
職
を
適
切
に
配
置
す
る
な
ど
、
一
層
充
実

し
た
学
校
経
営
体
制
が
構
築
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
完
全
学
校
週
５
日
制
の
導
入
に
よ

り
、
厳
選
さ
れ
た
学
習
内
容
を
確
実
に
習
得

さ
せ
る
た
め
、
工
夫
し
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
指
導
し
て
お
り
、
学
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
社
会
体
験
な
ど
が
効
果
的
に
実
施

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
最
後
ま
で

ね
ば
り
強
く
や
り
遂
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
な
お
、
学
校
６
日
制
復
活
に
つ

い
て
は
、
法
律
に
よ
り
完
全
学
校
週
５
日
制

が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
自
の
判

断
で
導
入
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
価

値
観
や
考
え
方
の
変
化
に
伴
い
、
そ
の
内
容

も
多
種
多
様
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
学

校
と
教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
り
、
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
犯
灯
設
置
整
備
に
つ
い
て

質
問

答
弁

学校経営体制の充実を

一一一一般般般般質質質質一般質問問問問問
地
震
対
策
に
つ
い
て

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ

小

谷

原

達

夫

２
０
０
４
年
、
本
年
と
、
新
潟
県

に
お
い
て
地
震
が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
地
震
に
対
す
る
備
え
は
常
に
講
じ
て
お
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
避
難
場

所
と
し
て
の
公
共
施
設
の
う
ち
、
小
・
中
学

校
以
外
の
耐
震
診
断
の
状
況
と
対
策
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

次
に
、
小
・
中
学
校
施
設
に
つ
い
て
、
市

内
の

校
す
べ
て
が
避
難
施
設
と
な
っ
て
お

35

り
、
耐
震
診
断
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
再

診
断
の
必
要
な
学
校
の
公
表
と
耐
震
改
修
計

画
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
般
住
宅
の
耐
震
診
断
の
補
助

制
度
の
考
え
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

弁

本
市
で
は
平
成

年
度
に
、
災
害

17

か
ら
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
り
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
伊
勢
崎
市
地
域
防
災
計
画

を
策
定
し
、
災
害
時
に
使
用
す
る
避
難
場
所

と
し
て
、
学
校
、
体
育
館
、
公
民
館
等
の
公

共
施
設
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
指
定
箇
所
は

カ
所
で
、
避
難
施

95

設
は
市
民
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
が

最
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
性
・
安
全

性
の
確
保
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
視
野
に
立

っ
て
計
画
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
検
討
し
た

第
一
次
診
断
を
平
成

年
度
末
ま
で
に
す
べ

17

て
終
了
し
、
校
舎
の
二
次
診
断
に
つ
い
て
は

小
学
校
が
５
校

棟
、
中
学
校
は
１
校
３
棟

15

が
完
了
し
て
お
り
、
不
足
教
室
や
老
朽
化
へ

の
対
策
と
合
わ
せ
、
耐
震
対
策
の
実
施
に
向

け
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
計
画
的
に
推
進

で
き
る
よ
う
検
討
中
で
す
。

次
に
、
耐
震
診
断
補
助
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
地
震
の
際
の
一
般
住
宅
の
被
害
を

軽
減
し
、
住
民
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た

め
、
来
年
度
以
降
の
実
施
に
向
け
研
究
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

・
農
業
施
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
昭
和

年
以
前
に
建
築
し
た
小
・

56

中
学
校
の
校
舎
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、避難施設の耐震診断と対策は
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県
道
桐
生
伊
勢
崎
線

に
つ
い
て

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ

堀

込

清

孝

本
路
線
は
県
事
業
の
整
備
計
画
で
、

平
成
９
年

月
に
当
時
の
区
長
、
市
議
会
議

10

員
、
関
係
者
を
中
心
に
５
回
の
説
明
会
を
実

施
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
平
成

年
２
月

10

に
都
市
計
画
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
と
し
て
は
、
平
成

年
度
に
８
３
４

18

９
万
６
０
０
０
円
の
負
担
金
の
支
出
や
、
県

か
ら
委
託
を
受
け
た
用
地
買
収
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
天
増
寺
橋
の
架
け
替
え
工
事
の

予
定
と
用
地
買
収
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

ま
た
、
本
路
線
に
接
続
す
る
駅
南
東
西
通
り

の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答

弁

本
事
業
は
県
を
事
業
主
体
と
し
て
、

平
和
町
地
内
の
都
市
計
画
道
路
、
坂
東
大
橋

石
山
線
か
ら
、
昭
和
町
地
内
の
昭
和
第
三
土

地
区
画
整
理
事
業
及
び
宮
前
土
地
区
画
整
理

事
業
の
区
域
界
ま
で
の
延
長
８
０
０
メ
ー
ト

ル
の
区
間
を
、
幅
員

メ
ー
ト
ル
及
び

メ

16

17

ー
ト
ル
の
道
路
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

天
増
寺
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、
初

め
に
迂
回
路
と
し
て
現
在
の
橋
の
北
側
に
延

長

メ
ー
ト
ル
、
幅
員

メ
ー
ト
ル
で
２
・

55

10

５
メ
ー
ト
ル
の
片
側
歩
道
の
仮
橋
を
今
年
度

の
渇
水
期
に
着
手
し
ま
す
。新
橋
は
延
長
・54

３
メ
ー
ト
ル
、
幅
員

・
８
メ
ー
ト
ル
で
３

17

・

メ
ー
ト
ル
の
両
側
歩
道
の
橋
と
し
て
平

75

成

年
度
に
着
手
し
、
平
成

年
の
完
成
を

20

22

目
指
す
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
用
地
買

収
の
進
捗
率
は
、
平
成

年
度
ま
で
の
事
業

18

費
ベ
ー
ス
で

・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

56

今
後
も
県
と
の
連
携
を
図
り
、
事
業
の
早
期

完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

次
に
、
駅
南
東
西
通
り
に
つ
い
て
は
、
伊

勢
崎
駅
を
中
心
と
し
た
区
域
の
整
備
効
果
を

上
げ
る
た
め
の
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
今
後

５
年
を
め
ど
に
、
特
例
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
駅
前
整
備
を
進
め
、
併
せ
て
県
道
桐
生
伊

勢
崎
線
と
接
続
す
る
駅
南
東
西
通
り
を
駅
前

ま
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
東
毛
広
域
幹
線
に
つ
い
て

・
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
に

つ
い
て

・
守
秘
義
務
契
約
に
つ
い
て

質
問

答
弁

天増寺橋の架け替えの計画は

（
仮
称
）
伊
勢
崎
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

に
つ
い
て

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ

森

田

修

北
関
東
自
動
車
道
の
波
志
江
町
地

内
に
で
き
る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
、
乗
り

降
り
で
き
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
対
応
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
社
会
実
験
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

社
会
実
験
の
概
要
と
本
市
の
考
え
方
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
道
路
整

備
状
況
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

次
に
、
社
会
実
験
は
来
年
の
９
月
か
ら
６

カ
月
間
行
わ
れ
ま
す
が
、
本
市
に
と
っ
て
こ

の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
可
否
は
、
伊
勢
崎
市
北

部
、
赤
城
南
面
の
開
発
・
発
展
の
た
め
の
大

き
な
構
想
の
中
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
経
済

効
果
の
推
計
も
何
百
億
円
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
本
格
実
施
へ
の

意
気
込
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答

弁

７
月
に
国
土
交
通
省
が
、
仮
称
伊

勢
崎
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
社
会
実
験
を
採

択
し
、
伊
勢
崎
Ｐ
Ａ
仮
称
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社

会
実
験
協
議
会
で
設
置
に
向
け
た
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
型
車
が
利
用
可
能
な

取
付
道
路
の
設
置
や
、
誤
侵
入
車
の
Ｕ
タ
ー

ン
路
の
設
置
な
ど
本
格
的
な
整
備
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
高
速
道
路
の
利
便
性
の
向
上
と

地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
本
市
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
周
辺
道
路
の
整
備
状
況
は
、
伊
勢

崎
Ｐ
Ａ
に
隣
接
す
る
、
高
速
道
路
北
側
側
道

質
問

答
弁

スマートＩＣ本格実施への意気込みは

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
本
格
実
施
へ
の
意
気
込
み

に
つ
い
て
は
、
最
近
、
自
治
体
は
衰
退
し
て

お
り
、
さ
ら
に
衰
退
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て

い
る
市
を
見
る
と
、
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
高
速
道
路
か
ら
離
れ
て
い
ま
す
。
地
方

都
市
は
高
速
道
路
を
ど
う
利
用
す
る
か
が
生

き
残
り
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、

本
市
が
北
関
東
自
動
車
道
に
ど
の
よ
う
に
ア

ク
セ
ス
す
る
か
が
、
将
来
に
向
け
て
の
大
き

な
問
題
点
だ
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
本
格
実
施
に
向
け
、
命

が
け
で
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
義
務
教
育
に
つ
い
て

・
通
学
路
に
つ
い
て

が
昨
年

月
に
開
通
し
、
伊
勢
崎
Ｐ
Ａ
か
ら

10

上
武
道
路
に
通
じ
る
市
道
の
歩
道
整
備
が
本

年
度
中
に
完
了
し
ま
す
。



6

い
せ
さ
き
聖
苑
、
さ
か
い

聖
苑
に
つ
い
て

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ

羽

鳥

基

宏

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
聖
苑
で

の
告
別
式
参
列
者
の
中
に
は
膝
や
腰
の
悪
い

方
が
お
り
、
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
際
に
洋
式

が
少
な
い
た
め
不
自
由
を
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

次
に
、
い
せ
さ
き
聖
苑
大
ホ
ー
ル
で
の
告

別
式
で
は
、
記
帳
や
受
付
が
屋
外
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
雨
天
や
冬
の
寒
い
時
期
な

ど
を
考
慮
し
、
記
帳
等
が
で
き
る
建
物
を
つ

く
る
こ
と
も
必
要
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
さ

か
い
聖
苑
の
待
合
室
に
つ
い
て
は
、
人
数
が

多
い
場
合
な
ど
は
２
部
屋
借
り
て
い
る
事
例

が
あ
る
よ
う
で
す
。
光
庭
を
利
用
し
待
合
室

の
面
積
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
１
部
屋
で

済
む
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

弁

い
せ
さ
き
聖
苑
の
ト
イ
レ
は
男
子

用
５
台
の
う
ち
洋
式
が
１
台
、
女
子
用
９
台

の
う
ち
洋
式
が
２
台
で
す
。
ま
た
、
さ
か
い

聖
苑
は
男
子
用
の
２
台
は
洋
式
で
、
女
子
用

６
台
の
う
ち
４
台
が
洋
式
で
す
。

い
せ
さ
き
聖
苑
の
ト
イ
レ
を
和
式
か
ら
洋

式
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
は
、
利
用
者
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
要
望
が
あ
り
ま
す
の

で
、
高
齢
者
等
の
利
用
を
考
慮
し
前
向
き
に

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
い
せ
さ
き
聖
苑
大
式
場
を
使
用
す

る
告
別
式
で
、
記
帳
・
受
付
が
外
で
行
わ
れ

る
割
合
で
す
が
、
デ
ー
タ
は
取
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
正
確
な
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

％
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
か

30い
聖
苑
で
待
合
室
を
２
部
屋
同
時
に
使
用
す

る
割
合
で
す
が
、
昨
年
度
は
約

％
と
な
っ

25

て
い
ま
す
。

い
せ
さ
き
聖
苑
に
固
定
の
記
帳
・
受
付
所

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
工
事
日
数

や
周
囲
の
景
観
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
か
い
聖
苑
の
待
合
室
の
増
築
は
、

管
理
上
支
障
が
出
る
こ
と
か
ら
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
野
球
場
に
つ
い
て

・
市
民
体
育
館
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

・
北
部
環
状
線
整
備
事
業
に
つ
い
て

質
問

答
弁

聖苑の施設整備の考えは

一一一一般般般般質質質質一般質問問問問問
環
境
政
策
に
つ
い
て

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ

臂

泰

雄

里
山
は
人
と
自
然
と
の
長
い
か
か

わ
り
の
歴
史
の
中
で
生
態
系
が
作
ら
れ
、
生

物
の
多
様
性
を
獲
得
し
て
い
る
貴
重
な
空
間

で
あ
り
、
保
全
・
保
護
は
現
在
を
生
き
る
私

た
ち
市
民
の
務
め
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
市
内
の
松
林
で
は
松
く
い

虫
の
被
害
が
や
ま
ず
、
農
薬
に
よ
る
防
除
作

業
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
農
薬

被
害
の
防
止
の
た
め
、
農
薬
の
空
中
散
布
の

中
止
や
危
険
度
の
低
い
農
薬
に
代
え
て
い
ま

す
が
、
本
市
で
行
っ
て
い
る
薬
剤
散
布
の
状

況
と
考
え
方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
松
１
本
に
１
人
の
オ
ー
ナ
ー
を
募

集
し
、
松
の
回
り
の
下
草
刈
り
な
ど
管
理
を

行
う
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
農
薬
に
頼
ら
な
い
対
応

を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

弁

本
年
度
、
松
く
い
虫
防
除
の
た
め

薬
剤
の
地
上
散
布
を
、
は
ち
す
権
現
山
公
園

の
松
林
２
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
約
５
０
０
本

を
県
の
補
助
を
受
け
て
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。

薬
剤
散
布
な
ど
に
よ
る
健
康
被
害
な
ど
、

特
に
有
機
リ
ン
系
薬
剤
に
よ
る
薬
剤
過
敏
症

は
深
刻
で
、
日
常
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
と

し
て
中
止
を
求
め
る
請
願
が
群
馬
県
に
多
く

寄
せ
ら
れ
、
県
の
要
請
に
よ
り
薬
剤
散
布
実

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に

代
わ
る
維
持
管
理
方
法
と
し
て
、
松
の
抵
抗

力
を
高
め
る
松
活
性
剤
の
樹
幹
注
入
や
、
土

壌
の
改
良
な
ど
に
転
換
し
て
い
く
必
要
性
が

あ
り
、
下
草
刈
り
な
ど
を
継
続
的
に
行
う
こ

と
が
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
市
民
参
加
に
よ
る
緑
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
極
め
て
重

要
と
な
り
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
強
め
る
と
共
に
円
滑
な
公
園
利
用
と

緑
化
推
進
意
識
の
高
揚
、
さ
ら
に
、
地
域
に

お
け
る
公
園
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
中
心
市
街
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
県
政
と
の
連
携
に
つ
い
て

質
問

答
弁

施
は
縮
小
の
方
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

今
後
は
、
県
内
の
動
向
を
見
な
が
ら
薬
剤

散
布
を
見
直
す
な
ど
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら里山の松林管理の取り組みは
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観
覧
車
問
題
に
つ
い
て

新
政
ク
ラ
ブ田

村

幸

一

先
の
６
月
議
会
で
、
観
覧
車
建
設

中
止
後
の
違
約
金
や
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て

の
泉
陽
興
業
と
の
交
渉
内
容
に
つ
い
て
は
、

未
だ
中
身
の
協
議
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
の

答
弁
で
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
３
カ
月
が
経
過

し
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
新
観
覧
車
工
事
中

止
発
表
後
８
カ
月
経
っ
た
現
時
点
で
の
、
解

決
に
向
か
っ
て
の
交
渉
の
進
捗
状
況
を
お
伺

い
し
ま
す
。
ま
た
、
請
負
契
約
約
款
に
よ
り

泉
陽
興
業
か
ら
取
っ
た
保
証
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

次
に
、
守
秘
義
務
契
約
書
に
つ
い
て
、
秘

密
情
報
と
は
何
を
指
す
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
契
約
書
に
当
市
の
職
員
を
含
む
第
三

者
に
一
切
開
示
せ
ず
と
あ
り
ま
す
が
、
対
応

す
る
範
囲
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
議
会
等
に
説
明
を
要
す
る
場
合
、
本
秘

密
情
報
を
除
き
、
開
示
が
必
要
な
情
報
に
つ

い
て
は
、
協
議
の
上
、
議
会
等
に
開
示
で
き

る
と
あ
り
、
こ
の
守
秘
義
務
契
約
書
が
著
し

く
市
民
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
な

い
か
心
配
で
す
が
、
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

次
に
、
違
約
金
・
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て
、

市
長
、
自
ら
の
判
断
で
中
止
を
判
断
な
さ
れ

た
の
で
す
か
ら
、
違
約
金
・
損
害
賠
償
金
が

生
じ
た
場
合
の
責
任
の
所
在
や
取
り
方
の
見

解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

弁

観
覧
車
問
題
に
つ
い
て
、
交
渉
の

進
捗
状
況
で
す
が
、
守
秘
義
務
契
約
締
結
後
、

双
方
の
弁
護
士
間
で
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
建
設
工
事
請
負
契
約
約

款
の
保
証
に
つ
い
て
は
、
泉
陽
興
業
か
ら
規

定
の
保
証
が
付
さ
れ
て
お
り
、
保
証
書
の
額

面
は
９
８
８
２
万
６
０
０
０
円
で
す
。

次
に
、
秘
密
情
報
に
つ
い
て
は
、
権
利
、

競
争
上
の
地
位
、
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報
や
、
通
例
と
し
て

公
に
し
な
い
情
報
が
該
当
す
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
対
応
す
る
範
囲
は
、
企
業
情

報
を
知
り
得
る
者
と
し
て
、
補
償
交
渉
に
関

与
す
る
職
員
、
弁
護
士
、
業
務
委
託
先
が
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
、
違
約
金
・
損
害

賠
償
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
は
交
渉
に
全
力

を
傾
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・（
仮
称
）
東
部
モ
ー
ル
に
つ
い
て

質
問

答
弁

整備が進む波志江沼環境ふれあい公園

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
つ
い
て

新
政
ク
ラ
ブ三

好

直

明

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
介
護

の
量
に
つ
い
て
は
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
質
の
面
で
は
様
々
な
格
差
が
あ
る
の
が

現
実
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
第
三
者
評
価

が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
現
状
を
お
聞

き
し
ま
す
。

次
に
、
新
聞
報
道
等
で
も
た
び
た
び
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
介
護
現
場
に
お
け

る
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

労
働
条
件
や
労
働
環
境
が
原
因
で
、
能
力
の

あ
る
人
材
が
介
護
の
現
場
か
ら
流
出
し
て
い

ま
す
。
行
政
と
し
て
介
護
現
場
の
現
状
を
知

る
こ
と
は
重
要
な
役
目
だ
と
思
い
ま
す
が
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
評
価
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、

行
政
、
介
護
事
業
所
職
員
、
利
用
者
の
方
々

で
介
護
現
場
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
独
自
の

伊
勢
崎
方
式
と
も
い
え
る
評
価
基
準
を
設
け

る
こ
と
は
、
行
政
が
現
場
を
理
解
す
る
上
で

大
切
で
あ
り
、
評
価
基
準
の
有
効
性
、
実
効

性
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
参
加
型

の
評
価
基
準
の
作
成
に
つ
い
て
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

答

弁

第
三
者
評
価
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
第
三
者
評
価
の
実
施
が

質
問

答
弁

市民参加型の評価基準作成の考えは

平
準
化
に
伴
い
、
県
で
定
め
る
評
価
項
目
に

お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
介
護
職
員
の
労
働
環
境
は
、
介
護

職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
労
働
環
境
に
あ
る

こ
と
が
、
よ
り
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
体

制
等
に
つ
い
て
は
、
県
及
び
市
に
よ
る
事
業

所
の
実
地
指
導
に
お
い
て
指
定
基
準
等
に
基

づ
き
、
そ
の
適
合
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
市
民
協
働
に
よ
る
評
価
基
準
の
作

成
の
件
で
す
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
職

員
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
、
行
政
の
3
者

に
よ
る
意
見
交
換
会
の
開
催
や
市
独
自
の
評

価
基
準
の
作
成
に
つ
い
て
、
今
後
研
究
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

義
務
付
け
ら
れ
、
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。
第
三
者
評
価
に
つ
い
て
は
、
県
指
定

に
よ
る
調
査
機
関
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
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安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
防
災
施
策
に
つ
い
て

新
政
ク
ラ
ブ堀

地

和

子

本
市
で
は
、
平
成

年
３
月
に
伊

18

勢
崎
市
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
、
本
年
度

よ
り
防
災
に
関
す
る
所
管
が
行
政
課
か
ら
安

心
安
全
課
へ
移
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
に

お
い
て
も
防
災
に
関
す
る
質
問
が
数
多
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
、
を
基
本
に
、

市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
は
政
治
の

最
大
の
使
命
と
認
識
し
、
自
助
、
共
助
、
公

助
が
連
携
し
て
こ
そ
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

そ
こ
で
、
防
災
面
か
ら
の
都
市
設
計
と
災
害

対
策
の
本
部
機
能
に
つ
い
て
、
ま
た
、
情
報

の
収
集
と
伝
達
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
災
害

時
の
要
援
護
者
対
策
と
都
市
間
連
携
の
現
状

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答

弁

防
災
面
か
ら
の
都
市
設
計
に
つ
い

て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
よ
り
建
物
の
不

燃
堅
牢
化
、
防
災
構
造
の
改
善
、
交
通
や
情

報
通
信
等
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
は

伊
勢
崎
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
市
民

及
び
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
部
機
能
に
つ
い
て
は
、
建
設
中
の
市
庁

舎
東
館
３
階
に
災
害
対
策
本
部
室
及
び
防
災

行
政
無
線
室
を
、
１
階
に
災
害
時
の
避
難
場

所
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
建
設
す

る
予
定
で
あ
り
、
情
報
の
収
集
と
伝
達
に
つ

い
て
は
、
市
独
自
の
手
段
と
し
て
防
災
行
政

無
線
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
に
は
、
自
治
体
が
行
う
公
助
と

住
民
自
身
が
自
ら
守
る
自
助
、
隣
近
所
同
士

で
助
け
合
う
共
助
の
連
携
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、
特
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
が

重
要
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
行
政
区
に
自

主
防
災
組
織
を
設
置
し
ま
し
た
。
現
在
、
災

害
発
生
時
の
要
援
護
者
の
避
難
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
都
市
間
連
携
に
つ
い
て
は
深
谷
市
、

本
庄
市
と
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
、
北

関
東
新
潟
地
域
連
携
軸
推
進
協
議
会
及
び
特

例
市
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
２
つ
の
花
火
大
会
に
つ
い
て

質
問

答
弁

災害に強い都市設計を

一一一一般般般般質質質質一般質問問問問問
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

に
つ
い
て

公
明
党

大

嶋

秀

明

が
ん
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第

１
位
を
占
め
、
年
間
約

万
人
が
亡
く
な
っ

33

て
い
ま
す
。
近
い
将
来
２
人
に
１
人
が
、
が

ん
で
亡
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
が
ん

に
負
け
な
い
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
が
ん

対
策
基
本
法
が
成
立
し
、
が
ん
対
策
推
進
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
民
病
院
で
は
、
推
進
基
本
計

画
の
具
体
的
目
標
が
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
考

え
ら
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

次
に
、
放
射
線
治
療
は
、
が
ん
を
切
ら
ず

に
治
せ
る
有
効
な
治
療
法
で
あ
り
、
患
者
の

負
担
を
考
え
る
と
放
射
線
治
療
が
主
流
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
と
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー

治
療
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
17

床
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
増
床
し
ま
す
が
、
専

門
医
が
き
ち
ん
と
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り

の
考
え
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

弁

本
年
６
月
に
国
が
示
し
た
が
ん
対

策
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
、
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
と
し
て
放
射
線
治

療
や
抗
が
ん
剤
を
用
い
た
化
学
療
法
の
推
進

と
専
門
医
の
育
成
等
が
あ
り
ま
す
。

市
民
病
院
は
、
中
核
病
院
と
し
て
、
が
ん

治
療
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成

年
８
月
に
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指

18定
を
受
け
、
専
門
医
に
よ
る
質
の
高
い
診
療

次
に
、
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
、
患
者
の

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
放
射
線
治
療
装
置
、

ラ
イ
ナ
ッ
ク
を
平
成

年
に
導
入
し
治
療
を

10

行
っ
て
い
ま
す
。
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
は
Ｃ
Ｔ
と

ラ
イ
ナ
ッ
ク
一
体
の
最
新
鋭
の
医
療
機
器
で

あ
り
高
額
で
す
の
で
、
普
及
に
は
も
う
少
し

時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
総
合
計
画

の
中
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
緩
和
ケ
ア
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
専
門
医
１
名
、
外
科
医
２
名
、
非
常

勤
医
１
名
、
看
護
師
２
名
で
す
が
、

名
程

20

度
の
看
護
師
を
配
置
し
、
専
任
看
護
師
が
指

導
す
る
体
制
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
相
談
窓
口
の
拡
充
に
つ
い
て

・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

質
問

答
弁

を
行
う
、
が
ん
診
療
総
合
セ
ン
タ
ー
や
緩
和

ケ
ア
病
棟
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
基
本
計
画

に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写真：（財）医用原子力技術研究振興財団より

最先端のがん治療装置導入の考えは
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全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア

開
催
時
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

公
明
党

阿

久

津

尚

子

来
年
に
は
北
関
東
自
動
車
道
が
太

田
市
ま
で
開
通
し
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
社
会

実
験
も
始
ま
る
予
定
で
す
。
緑
化
フ
ェ
ア
の

会
場
と
な
る
波
志
江
沼
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
歩
道
も
で
き
ま
し
た
。
公
園
の
中
央
に

は
人
道
橋
も
で
き
る
予
定
で
、
そ
こ
か
ら
見

る
水
面
に
浮
か
ぶ
桜
並
木
、
赤
城
山
の
勇
姿

な
ど
、
小
さ
な
お
客
様
か
ら
車
イ
ス
の
お
客

様
に
も
、
心
あ
ら
わ
れ
、
心
あ
た
た
ま
る
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
の
具

体
的
施
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
を

計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
運
行

方
法
、
車
体
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
等
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

答

弁

緑
化
フ
ェ
ア
会
場
へ
自
家
用
車
で

来
場
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
公
園
の
南
駐
車

場
や
赤
城
見
台
公
園
駐
車
場
の
ほ
か
、
県
立

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
南
側
の
県
有
地
、
近
隣

の
農
地
を
一
時
的
に
借
用
し
、
臨
時
駐
車
場

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
の
方
に
つ
い
て

は
、
伊
勢
崎
駅
と
会
場
を
結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
の
運
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
の

た
め
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
運
行
日
数
等
を
踏

ま
え
全
体
的
な
車
体
広
告
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
広
告
媒
体
と
し
て
の
利
用
は
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

運
行
方
法
に
つ
い
て
、
路
線
は
伊
勢
崎
駅

か
ら
華
蔵
寺
公
園
東
を
経
由
し
、
北
関
東
自

動
車
道
北
側
側
道
か
ら
公
園
南
駐
車
場
に
入

る
ル
ー
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。
平
日
は

分
30

に
１
本
程
度
、
土
・
日
・
休
日
は

分
に
１

15

本
程
度
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
道
沿
い
に
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
菜
の
花
畑
や
花
プ
ラ
ン
タ
ー

な
ど
の
修
景
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
花
い
っ

ぱ
い
の
光
景
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
な
が
ら
会

場
に
到
着
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
介
護
予
防
促
進
事
業
に
つ
い
て

・
不
登
校
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

・
学
校
図
書
の
充
実
に
つ
い
て

質
問

都市緑化フェア会場への交通対策は

中
等
教
育
学
校
設
置
計
画
と

伊
勢
崎
市
の
教
育
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
議
員
団

長

谷

田

公

子

現
在
の
中
等
教
育
学
校
設
置
計
画

は
、
公
教
育
が
格
差
と
選
別
を
助
長
す
る
も

の
で
あ
り
、
同
じ
公
立
学
校
で
、
あ
ま
り
に

も
教
育
条
件
が
違
う
学
校
が
で
き
る
こ
と
は
、

教
育
の
機
会
均
等
の
上
か
ら
も
重
大
な
問
題

と
い
え
ま
す
。
市
立
伊
勢
崎
高
校
の
改
編
に

よ
り
、
地
域
の
教
育
の
混
乱
を
も
た
ら
す
よ

り
も
、
教
育
行
政
本
来
の
仕
事
で
あ
る
、
教

育
環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
の
税
金
を
ご
く
一
部
の
、
し
か
も
県

下
か
ら
集
ま
る
優
秀
な
子
ど
も
に
使
う
こ
の

計
画
は
、
公
教
育
の
目
的
に
反
す
る
も
の
で

あ
り
、
構
想
案
を
強
行
す
る
以
外
に
も
、
市

立
伊
勢
崎
高
校
の
充
実
・
発
展
や
私
立
高
校

と
の
併
設
、
あ
る
い
は
、
県
立
高
校
と
の
連

携
な
ど
選
択
肢
は
あ
り
ま
す
。

児
童
数
が
増
え
て
い
く
こ
の
地
域
に
と
っ

て
、
１
学
年
２
０
０
人
の
高
校
が
な
く
な
る

の
は
大
変
な
問
題
で
す
。
矛
盾
に
満
ち
た
現

行
計
画
を
ご
り
押
し
せ
ず
、
市
民
ニ
ー
ズ
を

正
確
に
把
握
し
た
後
に
柔
軟
な
見
直
し
を
行

う
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
公
教
育
の
目
的
と
中
等
教
育
学

校
設
置
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、ま
た
、

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の
施
設
整
備
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

質
問

中等教育学校設置計画の見直しを

世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
自
信
と
自
覚
を

養
い
、
将
来
の
郷
土
及
び
日
本
を
担
う
資
質

を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
昨
年
度
開
催
し
た
小
学
生
の
保
護

者
及
び
地
域
関
係
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
、
区
長
会
役
員

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等
の
各
種
団
体
へ
の
説

明
及
び
意
見
交
換
な
ど
に
よ
り
、
市
民
合
意

は
十
分
に
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
設

置
計
画
を
変
更
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
施
設
整
備
計
画
は
、
不
足
教
室
や

老
朽
化
対
策
、
耐
震
対
策
等
を
合
わ
せ
、
計

画
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
情
報
公
開
と
市
民
参
加
に
つ
い
て

・
防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て

答

弁

中
等
教
育
学
校
で
は
、
自
ら
学
ぶ

意
欲
や
能
力
を
身
に
付
け
、
個
性
と
創
造
性

を
伸
ば
し
、
豊
か
な
感
性
や
社
会
貢
献
の
心
、

答
弁

答
弁
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10

開
発
許
可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
を
改
正

市
街
化
区
域
に
隣
接
ま
た
は
近
接
し
、
開

発
行
為
が
行
わ
れ
て
も
、
新
た
な
公
共
投
資

を
必
要
と
し
な
い
土
地
の
区
域
及
び
予
定
建

築
物
等
の
用
途
等
を
定
め
、
総
合
計
画
に
位

置
づ
け
た
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
土
地
利
用

の
誘
導
を
図
ろ
う
と
す
る
条
例
改
正
で
す
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

星

益
子
氏
（
連
取
町
）

▼
平
成

年
度
伊
勢
崎
市
病
院
事
業
会
計
補

19

正
予
算
（
第
２
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認

に
つ
い
て

▼
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

▼
伊
勢
崎
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
及
び
伊
勢
崎
市
教
育
委
員
会

教
育
長
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

▼
伊
勢
崎
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
小
型
自
動
車
競
走
実
施
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
体
育
施
設
条
例
及
び
伊
勢
崎
市

都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
民
病
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
伊
勢
崎
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に

つ
い
て

▼
平
成

年
度
市
営
羽
黒
住
宅
中
耐
新
築
工

19

事（
Ｈ
工
区
）請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
曲
沢
地
区
処
理
場
機
能
強
化
対
策
工
事

（
施
設
改
修
工
事
）
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て

▼
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得
に

つ
い
て

▼
災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
・
高
度
救
命

処
置
用
資
機
材
の
取
得
に
つ
い
て

用
状
況
報
告
に
つ
い
て

▼
平
成

年
度
伊
勢
崎
市
美
術
品
等
取
得
基

18

金
運
用
状
況
報
告
に
つ
い
て

経
済
市
民
委
員
会
付
託

●
全
額
国
庫
負
担
の
「
最
低
保
障
年
金
制
度
」

創
設
を
政
府
に
求
め
る
請
願
（
前
回
に
引

き
続
き
閉
会
中
継
続
審
査
）

●
最
低
賃
金
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
の
請
願
（
今
回
審
査
未
了
に
よ

り
廃
案
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
大
幅
見
直

し
を
求
め
る
請
願
（
前
回
に
引
き
続
き
閉

会
中
継
続
審
査
）

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

７
件

▼
市
営
住
宅
の
管
理
上
必
要
な
訴
え
（
和
解

を
含
む
）
の
提
起
に
つ
い
て
の
専
決
処
分

の
報
告
に
つ
い
て

▼
平
成

年
度
伊
勢
崎
市
土
地
開
発
基
金
運

18

成
立
し
た
議
案

今
回
の
定
例
会
で
成
立
し
た
市
長
提

出
議
案
は
、
平
成

年
度
決
算
認
定

１８

１４

件
、
条
例
関
係

件
、
平
成

年
度
補

１４

１９

正
予
算
9
件
、
人
事
案
件
１
件
、
そ
の

他

件
の
合
わ
せ
て

件
で
、
い
ず
れ

１３

５１

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

人

事

関

係

議

案

そ

の

他

の

議

案

報

告

事

項

請

願

の

審

査

状

況

平成１9年度 各会計補正予算
（単位：千円）

計補 正 額
補 正 前 の
予 算 額

区 分

67,292,7631,212,76366,080,000一般会計（第２号）

19,853,584148,42519,705,159
小型自動車競走事業費
（第２号）

特

別

会

計

等

1,850,101△9401,851,041
学校給食センター事業費
（第１号）

20,799,888350,89320,448,995
国民健康保険
（第１号）

13,808,120105,04813,703,072
老人保健
（第２号）

10,638,794646,9039,991,891
介護保険
（第１号）

222,51856,021166,497
介護サービス事業費
（第１号）

4,645,860134,4294,511,431
下水道事業費
（第１号）

823,140△20,764843,904
農業集落排水事業費
（第１号）
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平成19年10月16日 ◆◆◆ 市議会いせさき

平
成

年
度
一
般
・
各
特
別
会
計
等
決
算
を
認
定

平
成

年
度
一
般
・
各
特
別
会
計
等
決
算
を
認
定

1818

平
成

年
度
、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

１８

計
等
、
合
わ
せ
て

件
の
決
算
認
定
に
つ
い

１４

て
は
、
９
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
決
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
付
託
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
の
審
査
は
、

日
及
び

日
に

１３

１４

行
わ
れ
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
款
ご
と
に
、

特
別
会
計
等
に
つ
い
て
は
1
件
ず
つ
順
次
質

疑
を
行
い
、
さ
ら
に
、
決
算
全
般
に
対
す
る

総
括
質
疑
の
後
、
討
論
、
続
い
て
採
決
を
行

い
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ

も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
審
査
経
過
と
結
果
概
要
に
つ
い
て
は
、

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
野
田
文
雄
決
算

２８特
別
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
順
次
討
論
を

行
い
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
に
つ
い
て
、
主

な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計

◎
市
税

・
差
し
押
さ
え
件
数
及
び
地
域
別
の
滞
納
状

況
に
つ
い
て

◎
地
方
特
例
交
付
金

・
当
初
予
算
額
と
決
算
額
の
相
違
に
つ
い
て

◎
地
方
交
付
税

・
地
方
特
別
交
付
税
の
本
市
の
交
付
理
由
に

つ
い
て

◎
分
担
金
及
び
負
担
金

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
料
の
減
免
内
容

別
児
童
数
及
び
減
免
総
額
に
つ
い
て

◎
使
用
料
及
び
手
数
料

・
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
額
の
内
訳
に
つ

い
て

◎
国
庫
支
出
金

・
社
会
福
祉
費
補
助
金
に
お
け
る
収
入
未
済

の
主
な
理
由
に
つ
い
て

◎
財
産
収
入

・
土
地
貸
付
収
入
の
内
訳
に
つ
い
て

◎
諸
収
入

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
の
対
象
と
な
る
事

業
に
つ
い
て

◎
市
債

・
道
路
橋
り
ょ
う
事
業
債
の
収
入
未
済
の
内

訳
に
つ
い
て

◎
総
務
費

・
情
報
公
開
請
求
の
内
訳
及
び
処
理
件
数
に

つ
い
て

・
島
村
渡
船
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
委
託
料

に
お
け
る
事
業
実
績
に
つ
い
て

◎
民
生
費

・
民
生
・
児
童
委
員
の
選
出
基
準
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
の
申
請
に
お
い
て
却
下
さ
れ
た

件
数
及
び
理
由
に
つ
い
て

◎
衛
生
費

・
ご
み
減
量
の
観
点
か
ら
生
ご
み
処
理
器
の

歳 入

収 入 額款

28,217,787,174市 税

2,456,416,420地 方 譲 与 税

82,920,000利 子 割 交 付 金

94,596,000配 当 割 交 付 金

59,891,000株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金

1,961,286,000地 方 消 費 税 交 付 金

2,987,752ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金

538,180,000自 動 車 取 得 税 交 付 金

737,996,000地 方 特 例 交 付 金

6,129,758,000地 方 交 付 税

62,540,000交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金

1,587,531,529分 担 金 及 び 負 担 金

1,159,434,015使 用 料 及 び 手 数 料

5,699,363,098国 庫 支 出 金

3,529,230,359県 支 出 金

206,657,726財 産 収 入

4,525,833寄 附 金

2,482,592,044繰 入 金

1,908,842,552繰 越 金

2,764,976,638諸 収 入

4,488,200,000市 債

64,175,712,140合 計

歳 出

支 出 額款

453,372,518議 会 費

7,258,098,803総 務 費

17,196,941,440民 生 費

4,753,142,776衛 生 費

250,095,953労 働 費

1,270,942,446農 林 水 産 業 費

2,217,580,447商 工 費

11,968,568,341土 木 費

2,324,335,025消 防 費

6,504,137,842教 育 費

0災 害 復 旧 費

7,082,828,979公 債 費

0予 備 費

61,280,044,570合 計

平成18年度 一般会計決算
（単位：円）

決
算
委
員
長
の
報
告

歳

入

歳

出
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平成18年度 一般・特別会計等決算
（単位：円）

差 引歳 出歳 入会 計

2,895,667,57061,280,044,57064,175,712,140一 般 会 計

△ 791,212,52220,119,689,73919,328,477,217小 型 自 動 車 競 走 事 業 費

特

別

会

計

35,458,6731,798,871,9711,834,330,644学 校 給 食 セ ン タ ー 事 業 費

42,712,45218,484,484,14918,527,196,601国 民 健 康 保 険

△93,521,12813,918,345,97313,824,824,845老 人 保 健

582,346,8649,019,217,6589,601,564,522介 護 保 険

39,013,714229,442,127268,455,841介 護 サ ー ビ ス 事 業 費

141,502,6764,894,990,6195,036,493,295下 水 道 事 業 費

31,948,387625,784,933657,733,320農 業 集 落 排 水 事 業 費

197,055,9653,968,332,6604,165,388,625収益的
水 道 事 業

企

業

会

計

△1,110,010,5451,598,185,890488,175,345資本的

12,172,281251,022,703263,194,984収益的農 業 共 済 事 業

△1,160,357,98412,187,451,09211,027,093,108収益的
病 院 事 業

△790,891,8021,506,083,802715,192,000資本的

△15,000,286223,494,294208,494,008収益的介護老人保健施設事業

△5,814,89559,744,58253,929,687収益的訪 問 看 護 事 業

ར
用
ଅ
進
の
考
え
方
に
つ
い
て

◎
労
働
費

・
市
民
プ
ラ
ザ
維
持
管
理
事
業
に
お
け
る
委

託
料
の
減
額
理
由
に
つ
い
て

◎
農
林
水
産
業
費

・
遊
休
農
地
解
消
活
動
費
補
助
金
の
補
助
実

績
に
つ
い
て

・
園
芸
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
等
処
理
負
担
金
の
負

担
基
準
に
つ
い
て

◎
土
木
費

・
公
園
維
持
管
理
に
お
け
る
公
園
愛
護
会
へ

の
報
償
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
の
改
修
基
準
に
つ
い
て

◎
消
防
費

・
工
事
請
負
費
及
び
備
品
購
入
費
の
内
訳
に

つ
い
て

◎
教
育
費

・
適
応
指
導
教
室
の
在
席
者
数
及
び
中
学
卒

業
後
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

小
型
自
動
車
競
走
事
業
費
特
別
会
計

・
こ
れ
ま
で
の
日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
へ

の
交
付
金
の
延
納
金
額
に
つ
い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
費
特
別
会
計

・
給
食
費
の
徴
収
方
法
の
統
一
化
に
向
け
た

考
え
方
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
医
療
制
度
維
持
の
観
点
か
ら
国
民
健
康
保

険
制
度
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
の
啓
発
活

動
に
つ
い
て

介
護
保
険
特
別
会
計

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
介
護
保
険
課

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
掌
事
務
に
つ
い
て

水
道
事
業

・
石
綿
管
の
更
新
状
況
に
つ
い
て

病
院
事
業

・
本
市
の
救
急
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

今
後
の
財
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
、
ま
た
、
不
用
額
発
生
の
主
な
要
因

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
長
谷
田
公

子
委
員
か
ら
反
対
、
斎
藤
優
委
員
及
び
堀
地

和
子
委
員
か
ら
賛
成
の
、
そ
れ
ぞ
れ
意
思
表

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
型
自
動
車

オートレース場

市営豊城西住宅

総

括

の

質

疑

討

論

の

状

況
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義務教育費国庫負担制度については、昭和６０年度予算において旅費・教材費に対する国庫負担が廃止
され一般財源化されたことに始まり、以来、恩給費、共済追加費用等の一般財源化が行われており、平成
１７年度予算においては、中学校教職員給与費相当分が暫定的に一般財源化された。さらに、平成１８年
度からは、国の負担率が２分の１から３分の１に変更されている。
義務教育費国庫負担制度は、義務教育の機会均等とその水準の維持・向上及び地方財政の安定のため、
国が必要な財源を保障するとの趣旨で確立されたものであり、これまで我が国の義務教育の水準向上に大
きな役割を果たしてきたところである。この制度を今後さらに縮小・廃止することは、地方における義務
教育に必要な財源の確保を困難にし、義務教育の地域間格差を生じさせることにつながるだけでなく、厳
しい財政運営を余儀なくされている地方自治体の財政に大きな影響を与えるものであり、義務教育行政の
円滑な推進に重大な影響を及ぼすものである。
義務教育の水準確保と地方教育行政の充実を図るためには、今後も制度を維持するとともに、一人一人
の子供たちに、きめ細かな教育と、よりよい教育環境を保障するための教育予算の一層の拡充が必要である。
よって、国においては、義務教育費国庫負担制度の維持と教育予算の拡充に向け、下記事項の実現を強
く要望する。

記
１ 義務教育国庫負担制度について、国の負担率を２分の１に復元することを含め、制度を維持すること。
２ きめ細かい教育の充実のために、３０人以下学級の実現を中心とする第８次教職員定数改善計画を早
期に策定すること。

３ 学校施設整備費、就学援助・奨学金など教育予算の充実のため、地方交付税を含む国の予算を拡充す
ること。

義務教育費国庫負担制度の維持と教育予算の拡充に関する意見書義務教育費国庫負担制度の維持と教育予算の拡充に関する意見書

決算特別委員会
委 員 長 野 田 文 雄 （伊勢崎クラブ）
副委員長 内 田 彰 （公 明 党）
委 員 矢 島 征 司 （伊勢崎クラブ）
〃 髙 栄 一 （ 〃 ）
〃 斎 藤 優 （ 〃 ）
〃 吉 山 勇 （ 〃 ）
〃 小谷原 達 夫 （ 〃 ）
〃 堀 込 清 孝 （ 〃 ）
〃 羽 鳥 基 宏 （ 〃 ）
〃 臂 泰 雄 （ 〃 ）
〃 藤 見 勤 （新政クラブ）
〃 田 村 幸 一 （ 〃 ）
〃 堀 地 和 子 （ 〃 ）
〃 阿久津 尚 子 （公 明 党）
〃 長谷田 公 子 （日本共産党議員団）
〃 伊 藤 純 子 （正 論 の 会）

審

査

の

結

果

競
走
事
業
費
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
長
谷
田
公
子
委
員
か
ら
反
対
、
斎
藤
優

委
員
か
ら
賛
成
の
、
そ
れ
ぞ
れ
意
思
表
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

各
決
算
に
つ
い
て
、
順
次
採
決
を
行
い
、

平
成

年
度
一
般
会
計
、
小
型
自
動
車
競
走

１８

事
業
費
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
、
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
費
特
別

会
計
、
老
人
保
健
特
別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
費
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
費
特
別

会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
費
特
別
会
計
、

水
道
事
業
、
農
業
共
済
事
業
、
病
院
事
業
、

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
及
び
訪
問
看
護
事

業
に
つ
い
て
は
、
委
員
全
員
に
異
議
な
く
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

議 員 提 出 議 案
今回の定例会に提出された議員提出議案は、意見書１件で、9月28日の本会議で可決しました。

なお、意見書については、内閣総理大臣ほか関係大臣に送付し善処を要請しました。
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永
年
在
職
特
別
功
労
顕
彰

在
職

年
表
彰
受
章

25

原
田
和
行
氏
は
、
市
議
会
議
員
と
し
て
、

年
有
余
の
長
き
に
わ
た
り
、
市
民
福
祉
の

２５向
上
と
市
政
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

市
議
会
で
は
９
月
４
日
、
本
会
議
開
会
冒

頭
の
議
場
に
お
い
て
、
伊
勢
崎
市
議
会
議
員

顕
彰
規
程
に
基
づ
き
、
永
年
在
職
特
別
功
労

者
と
し
て
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
永
く
そ
の

功
労
を
た
た
え
る
た
め
、
原
田
和
行
氏
の
肖

像
画
を
議
事
堂
内
に
掲
揚
し
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
期
在
職
議
員
と
し
て
全
国
市
議

会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

長
期
在
職
議
員
全
国
表
彰

市
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
市

政
の
振
興
と
向
上
発
展
に
努
め
ら
れ
た
功
績

に
よ
り
、
次
の
２
人
が
全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
表

彰
を
受
け
ら
れ
た
各
議
員
に
は
、
９
月
４
日
、

本
会
議
開
会
冒
頭
の
議
場
に
お
い
て
、
そ
の

伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

野
田
文
雄
氏

新
藤
晄
旦
氏

原
田
和
行
氏

在
職
年
表
彰
受
章

20
在
職
年
表
彰
受
章

10

第
4
回

臨
時
会

人
道
橋
上
部
工
事
請
負
契
約
を
締
結

・
工
事
場
所

安
堀
町
外
地
内

・
請
負
代
金

２
億
５
９
８
７
万
５
千
円

・
請
負
者

矢
田
工
業
株
式
会
社

▼
平
成

年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計
補
正
予

19

算
（
第
１
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て

委
員
会
行
政
視
察

伊
勢
崎
市
議
会
で
は
、
今
後
の
議
会
運
営

や
議
会
活
動
の
参
考
と
す
る
た
め
の
調
査
・

研
究
の
一
貫
と
し
て
、
平
成

年
７
月
～
８

19

月
に
か
け
、
先
進
的
な
行
政
事
例
や
独
創
的

で
特
色
の
あ
る
政
策
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
な
ど
に
対
し
、
常
任
委
員
会
を
派
遣
す
る

行
政
視
察
を
実
施
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
（
金
沢
市
）

・
導
入
の
基
本
方
針
と
制
度
の
特
徴

・
導
入
の
状
況
と
経
費
削
減
等
の
効
果

・
今
後
の
取
り
組
み

行
政
評
価
に
つ
い
て
（
金
沢
市
）

・
導
入
の
経
緯
と
目
的
及
び
評
価
の
方
法

・
実
施
内
容
及
び
効
果
と
課
題

合
併
特
例
債
に
つ
い
て
（
奈
良
市
）

・
新
市
建
設
計
画
に
係
る
実
施
計
画
事
業

市
民
企
画
事
業
に
つ
い
て
（
奈
良
市
）

・
事
業
の
目
的
と
具
体
的
な
内
容

文
教
福
祉
委
員
会

校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て
（
明
石
市
）

・
事
業
の
目
的
と
推
進
方
法

・
実
施
面
積
と
経
費

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

（
大
津
市
）

・
開
設
の
経
緯
と
施
設
概
要

・
事
業
の
概
要
と
利
用
者
の
評
価

経
済
市
民
委
員
会

訪
問
健
康
相
談
等
推
進
事
業

（
あ
ん
し
ん
訪
問
）
に
つ
い
て
（
旭
川
市
）

・
事
業
の
経
緯
と
目
的

・
実
施
内
容
（
方
法
）
と
対
象
者

・
実
績
と
今
後
の
取
り
組
み

観
光
基
本
計
画
に
つ
い
て
（
小
樽
市
）

・
基
本
的
な
考
え
方
と
目
指
す
べ
き
姿

・
主
要
施
策
と
重
点
地
域
の
展
開
方
向

建
設
水
道
委
員
会

都
市
緑
化
ふ
く
お
か
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

（
福
岡
市
）

・
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
中
央
公
園
に
お
け
る

緑
化
フ
ェ
ア
ま
で
の
整
備

・
緑
化
フ
ェ
ア
後
の
施
設
利
用
の
状
況

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
導
入
に
つ
い
て
（
新
見
市
）

・
大
佐
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
導
入
ま
で
の
経
緯

・
管
理
業
務
の
受
託
内
容

・
利
用
状
況
と
今
後
の
課
題

議会を傍聴しましょう
12月定例会（予定）

会 期：12月5日（水）〜19日（水）

一般質問：6日（木）・7日（金）

傍聴入口

議事堂 市役所本館

第
４
回
臨
時
会
が
７
月
９
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
提
出
議
案
は

２
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

議
員
の
住
所
が
変
わ
り
ま
し
た

新
藤
晄
旦

大
手
町
4
‐
12
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